
令和8年８月活動報告

8月20日 月 　13:30
　　～
　15:30

橋本市地域ケア研修会
場所　:　橋本市保健福祉センター３F
内容　:　「訪問診療について」
講師　:　橋本市民病院　総合診療内科　渡邊航大先生

訪問診療と往診との違い、
橋本市民病院における訪問診療の取り組みについて、詳しくご報告頂きました。
基本的には平日日勤内で訪問診療を行う。
訪問は１医師・１NSで行うが、チームで取り組んでいる。
チーム内でカンファレンスの実施、情報共有し「訪問だからと言って、医療の質を落とさない」取り組みをしている。
電話当番を持つ、地域の在宅医療との連携をするなど、安心して訪問診療が受けられるようなシステムを構築されている。
看取りについては、訪問看護との連携、電話対応など丁寧に対応できるよう努力されている。
渡邊先生から直接話を聞かせていただき、「夜間休日は全て救急搬送・・・」という噂は払拭され、真摯に取り組んでおられ
る姿に感動しました。

8月6日 木 　14:00
　　～
　16:00

歯科医師会　口腔ケア研修会＜第2回＞
場所　:　和医大　紀北分院
参加者:　　23名
内容　:　「口腔ケアの基礎知識」
講師　:　伊都歯科医師会　森隆浩

要介護者の口腔内はほかの場所とは異なり、目立ちにくく、怠りがちです。
しかし、高齢者の死因の上位を占める肺炎は、要介護者のケアによって
予防・重症化予防ができると言われています。
バイオフィルムの破壊と除去しっかり身につけましょう。
事例を通して、
「咀嚼運動」が栄養摂取やQOL向上に与える影響
咀嚼運動をするには義歯をちゃんと装着し、かみ合わせが必要であること
姿勢や食事形態との関連等、様々な視点から振り返ることができました。

（一社）　伊都医師会　橋本・伊都在宅医療・介護連携支援センター


